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日本スポーツ少年団指導者制度 

 
 

日本スポーツ少年団は、スポーツ少年団の育成･指導にあたる指導者の資質の向上をはか

り、組織的指導体制の確立をはかるため「日本スポーツ少年団指導者制度」を制定する。 

1． スポーツ少年団指導者の規定 

スポーツ少年団指導者とは、日本スポーツ少年団のかかげる指導理念に賛同し、

日本スポーツ少年団に指導者登録した者をいう。 

2． スポーツ少年団指導者の任務 

スポーツ少年団指導者は、各々の立場においてスポーツを通じて青少年を健全に

育成する任にあたり、単位スポーツ少年団をはじめ、市区町村、都道府県スポーツ

少年団の育成･普及に努め、もって国民スポーツの振興に寄与しなければならない。 

3． スポーツ少年団「有資格指導者」 

スポーツ少年団指導者のうち、所定の養成講習会を修了し、資格認定された者を

「有資格指導者」とする。 

（1）資格の種類と役割 

① 認定員 

地域における単位団活動の中心的指導者として、スポーツ少年団の理念に

のっとり、その指導・運営にあたるとともに、単位団内における育成母集団

をはじめ組織の強化をはかるものとする。 

② 認定育成員 

単位団指導者の中核として、団の育成やその指導にあたり、また、市区町

村・都道府県スポーツ少年団の組織指導者としてスポーツ少年団の普及、活

動の活性化を図るとともに、認定員の資質向上と育成拡充に努めるものとす

る。 

（2）有資格指導者の養成 

① 認定員 

日本スポーツ少年団と都道府県スポーツ少年団等の共催で、認定員養成講

習会を実施する。 

講習会内容は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に

基づくスポーツリーダー養成講習会カリキュラムとし、同講習会を兼ねるも

のとする。 

② 認定育成員 

公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者養成講習会をもって、

これにあてるものとする。 

ただし、スポーツリーダー養成講習会を除く。 
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（3）資格の認定 

① 認定員 

認定員養成講習会を修了した指導者および下記により承認された指導者

に対しては、都道府県スポーツ少年団が日本スポーツ少年団の名において

「スポーツ少年団認定員」として認定し、認定証、認定員章、指導必携書を

交付するとともに、公益財団法人日本スポーツ協会公認「スポーツリーダー」

資格を付与する。 

なお、シニア・リーダー認定者でその後も引き続き活動を継続した者、ま

たは、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格を有する者

（スポーツドクター、スポーツデンティストを除く）のうち、日本スポーツ

少年団に指導者登録を行い、市区町村スポーツ少年団が推薦し、都道府県ス

ポーツ少年団が承認した者に対しては「スポーツ少年団認定員」として認定

することができる。 

② 認定育成員 

所定の講習会を修了し、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導

者資格を取得したスポーツ少年団指導者のうち、都道府県スポーツ少年団よ

り推薦のあった者に対しては、日本スポーツ少年団が「スポーツ少年団認定

育成員」として認定し、認定証、認定育成員章、指導必携書を交付する。 

（4）認定の期間 

① 認定員 

所定の講習会を修了した日から年度末日までとする。ただし、認定を受け

た者が毎年引き続き登録を行っている限り有効とする。 

② 認定育成員 

資格の認定を受けた日から 4 年間とし、4 年ごとに更新する。更新にあた

っては、日本スポーツ少年団が実施する「認定育成員研修会」に参加しなけ

ればならない。 

（5）資格の停止および取消し 

1）公益財団法人日本スポーツ協会倫理規程第 4 条に違反する行為が明らかとな

り、別に定める基準に基づく「活動停止」処分となったときは、同一期間、資

格を停止する。 

2）以下のいずれかに該当した場合は、資格を取り消す。 

① スポーツ少年団登録を行わなかったとき。 

② 公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者の資格を喪失したとき。 

③ 日本スポーツ少年団が実施する「認定育成員研修会」に参加しなかったとき。 

④ 公益財団法人日本スポーツ協会倫理規程第 4 条に違反する行為が明らかと

なり、別に定める基準に基づく「登録取消し」処分となったとき。 

⑤ 理由なく与えられた任務を果たさなかったとき。 

  



 3 / 3 

4． 制度の変更 

本制度の改正は、日本スポーツ少年団常任委員会の承認を得て変更することがで

きる。 

 

 

＜附則＞ 

この制度は昭和 61 年 4 月 1 日から実施する 

この制度は平成 2 年 4 月 1 日から改定実施する。 

この制度は平成 4 年 10 月 21 日から改定実施する。 

この改定規定施行時において、すでに旧規定により認定された「認定指導員」

および「認定育成指導員」は、それぞれ「認定員」および「認定育成員」と読

み替えるものとする。 

この制度は平成 7 年 10 月 24 日から改定実施する。 

この制度は平成 11 年 4 月 1 日から改定実施する。 

この制度は平成 12 年 10 月 20 日から改定実施する。 

この制度は平成 17 年 4 月 1 日から改定実施する。 

平成 17 年度の認定員の養成については、改定制度施行前のカリキュラムに基づ

き実施できるものとする。 

この制度は平成 22 年 4 月 14 日から改定実施する。 

この制度は平成 23 年 4 月 1 日から改定実施する。 

この制度は平成 25 年 4 月 1 日から改定実施する。 

この制度は平成 27 年 11 月 9 日から改定実施する。 

この制度は平成 30 年 4 月 1 日から改定実施する。 

 


